
地方大学・地域産業創生交付金（石川県）〈計画期間：R５年度～R14年度（R9まで国費支援）〉
地域に培われてきた高度な繊維・機械加工技術を活かした環境適合型複合材料川中産業創出プロジェクト

事業責任者： 宮里 心一（金沢工業大学 学長補佐 教授）
主な参画機関 ：（官）石川県、（学）金沢工業大学、石川県立大学、（産）(株)津田駒工業等の地元中小企業 12 社

概要

 石川県では、地域で培われてきた高度な繊維・機械加工技術を活かした複合材料の川中産業を核とし、カーボンニュートラ
ル実現に向け、植物由来素材を活用した環境適合型複合材料の研究開発と強靭なサプライチェーンを構築を目指す。

 金沢工業大学において、必要な専門人材を育成するための大学改革を行うことにより、本地域を日本における複合材料にか
かる研究開発・人材育成の中心とし、石川県産業の振興と雇用創出を図る。

 金沢工業大学ICC（革新複合材料研究開発センター）をハブとして、地元中小企業群が連携し環境適合型複合材料サプライ
チェーンを構築することにより産業創出を図る。

活動内容

（プロジェクトの狙い）
 県内川中企業単独での技術や工程の提案では、提案の幅が限られるため、川下企業

の採用には至らないことが課題。
 そこで、複合材料分野での川中企業間の連携によるクラスター化を促進し、川下企

業のニーズを踏まえた提案力、研究開発を担う専門人材の育成が急務。
 川上から川下企業までの連携を強化し、環境適合型複合材料に係る強靭なサプライ

チェーンを築くとともに、複合材料分野とデジタル技術に精通した専門人材の供給
体制の整備を目指す。

ICC（革新複合材料研究開発センター）

（具体的取組）
 金沢工業大学

・大学の研究成果と川中企業の高度化を橋渡しするためICC内に本プロジェクト開始から
研究員を１１名採用、トップ人材を１名招聘。

・学内研究開発、産学連携、人材育成各部局の機能と知見を集約した「複合複材料産学連
携機構」を設置し、大学と社会が有機的に繋がる社会実装教育を推進。また産学連携
コーディネーターを２名採用し、コーオプ教育の充実に向けた制度設計・検討を進めている。

 産業
・複合材料のコーディネートに強みを持つ(株)ICEMが県内川中企業と川下企業との

マッチングを行い、適用製品の拡大により県内複合材料産業の生産額増加及び
雇用創出を目指している。
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